
　新潟県長岡市は、日本のほぼ南北中央部に位置する日本海
側随一の工業都市だ。機械・加工組み立て・電子部品・食品
・伝統産業等が集積している。明治期からの油田開発に端を
発して機械鉄工業が成長、さらに産学官の連携力と技術革
新、研究開発力で工業都市に発展進化してきた。森民夫長岡
市長と丸山智長岡商工会議所会頭に、長岡市の産業振興と展
望についてうかがい、全国の産業界読者に発信する。

新たな産業の芽を
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長
岡
市
は
、
加
工
組
立
型
産

業
で
あ
る
機
械
、
鋳
造
な
ど
を

中
心
に
電
子
部
品
、
食
料
品
、

繊
維
な
ど
幅
広
い
業
種
が
集
積

す
る
全
国
有
数
の
工
業
都
市
で

す
。
中
で
も
機
械
金
属
関
連
産

業
の
出
荷
額
は
新
潟
県
ト
ッ
プ

を
誇
り
ま
す
。
地
域
の
発
展
に

は
産
業
の
発
展
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
長
岡
市
は
、
景
気
が
低
迷

す
る
中
で
も
中
小
企
業
が
研
究

開
発
に
積
極
的
に
取
り
組
め
る

よ
う
に
支
援
制
度
を
充
実
。
新

技
術
や
新
製
品
の
開
発
、
新
規

市
場
へ
の
参
入
や
シ
ェ
ア
拡
大

に
最
大
８
０
０
万
円
を
補
助
し

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
３
大
学
１
高
専
が

集
積
し
て
い
る
利
点
を
生
か

し
、
新
た
な
産
業
の
芽
を
生
み

出
す
研
究
会
活
動
も
支
援
し
て

い
ま
す
。
生
産
工
程
の
効
率
化

に
取
り
組
む
中
小
企
業
に
は
、

人
材
の
育
成
や
専
門
家
の
派
遣

に
よ
り
、
競
争
力
を
強
化
。
海

外
取
引
の
拡
大
に
は
、
市
内
企

業
と
研
究
会
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
変
革
期
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産

業
関
連
分
野
で
は
、
全
国
最
大

規
模
の
生
ご
み
バ
イ
オ
ガ
ス

化
、
国
内
生
産
量
の
約
４
割
を

占
め
る
天
然
ガ
ス
の
活
用
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
組
み
合
わ
せ
て

供
給
す
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ベ

ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
」
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
長
岡
は
米
百
俵
の
精
神
に

よ
る
人
づ
く
り
の
ま
ち
。
優
れ

た
人
材
、
高
度
な
モ
ノ
づ
く
り

技
術
が
あ
り
ま
す
。
４
月
に
は

屋
根
付
き
広
場
、
ア
リ
ー
ナ
、

交
流
ス
ペ
ー
ス
、市
役
所
、議
場

が
一
体
と
な
っ
た
全
国
初
の
施

設
ア
オ
ー
レ
長
岡
が
オ
ー
プ

ン
し
、
市
民
力
も
大
き
く
成
長

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
民
と
官

が
強
固
に
連
携
し
、
産
業
振
興

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
時
代
拓
く
モ
ノ
づ
く
り
魂

丸山智会頭長岡商工会議所
　
日
本
海
側
有
数
の
工
業
都
市

「
長
岡
」
。
そ
の
歴
史
は
古
く
、

明
治
中
期
の
油
田
開
発
を
契
機
と

し
た
石
油
掘
削
機
械
の
製
造
に
端

を
発
し
ま
す
。
現
在
で
は
工
作
機

械
で
培
わ
れ
た
鉄
工
・
鋳
物
等
の

基
盤
技
術
を
持
つ
企
業
と
と
も

に
、
米
菓
・
清
酒
な
ど
の
食
品
産

業
の
ほ
か
、
電
子
部
品
・
精
密
機

械
で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
企
業
が

立
地
し
、
多
様
な
機
械
工
業
群
を

形
成
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
顧

客
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
新
技
術
・

新
製
品
開
発
に
取
り
組
む
企
業
が

多
く
、
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
と
呼
ば
れ

る
企
業
も
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
多
様
か
つ
高
度
な

技
術
を
生
か
し
、
多
品
種
少
量
の

部
品
製
作
は
も
ち
ろ
ん
、
大
型
装

置
ま
で
の
一
貫
生
産
が
可
能
な
地

域
、
そ
れ
が
長
岡
で
す
。
ま
た
、

当
地
域
で
は
関
越
・
北
陸
高
速

道
、
上
越
新
幹
線
に
よ
り
首
都
圏

や
北
陸
・
関
西
圏
に
つ
な
が
る
交

通
の
要
衝
と
な
っ
て
お
り
、
基
盤

技
術
を
持
つ
企
業
群
と
交
通
の
拠

点
性
を
生
か
し
て
、
鉄
工
・
鋳
物

・
電
気
・
電
子
関
連
産
業
に
お
け

る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
と

販
路
の
開
拓
を
図
る
た
め
、
平
成

６
年
度
よ
り
業
界
団
体
と
長
岡
市

お
よ
び
長
岡
商
工
会
議
所
が
一
体

と
な
り
、
「
受
注
促
進
事
業
」
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
や
医
療
・
福
祉
分
野
を
は
じ

め
と
す
る
新
た
な
成
長
産
業
分
野

へ
の
取
り
組
み
が
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
当
所
で
は
、
米
百
俵
の
精

神
を
受
け
継
い
だ
「
産
業
人
材
の

育
成
」
と
「
技
術
力
の
高
度
化
」

に
立
脚
す
る
「
長
岡
モ
ノ
づ
く
り

魂
」
を
結
集
さ
せ
、
新
時
代
に
対

応
し
た
産
業
界
の
発
展
に
貢
献
し

て
ま
い
り
ま
す
。

新
潟
県
の
産
業
都
市
・
長
岡
産
学
官
一
体
で
工
業
都
市
に

東日本大震災復興祈願花火―毎年８
月２、３日に花火大会が開かれる

天地人花火―日本三大花火の長岡花火大
会は戦争で亡くなった人々の慰霊の意味
が込められている。見物人は 万人近い

モノづくりで飛躍進化する長岡市
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
機
械
工
業
集
積

産
業
発
展
・
人
材
育
成
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

米
百
俵
の
精
神
を
今
も
受
け
継
ぐ

長岡市の工業力（平成２２年工業統計調査）

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 １１月２７日 火曜日 　　

　
長
岡
市
の
人
口
は
約

万

３
０
０
０
人
。
新
潟
市
に
次

ぐ
２
番
目
の
市
で
、
信
濃
川

が
横
断
す
る
新
潟
県
中
越
地

区
に
あ
る
。
交
通
ア
ク
セ
ス

は
新
幹
線
で
東
京
ま
で

分
、
高
速
道
路
で
東
京
ま
で

２
時
間

分
。
新
潟
港
や
新

潟
空
港
に
も
短
時
間
に
行
け

人
と
物
流
の
主
要
都
市
へ
の

利
便
性
が
非
常
に
高
い
。

　
長
岡
市
の
産
業
の
歴
史
は

明
治
中
期
、
こ
の
地
域
の
東

山
油
田
開
発
に
よ
り
石
油
掘

削
機
械
か
ら
鋳
物
業
、
機
械

加
工
業
な
ど
の
基
盤
技
術
を

育
成
し
て
集
ま
り
機
械
工
業

を
中
心
に
培
っ
て
き
た
。

　
経
済
発
展
と
と
も
に
ノ
ウ

ハ
ウ
蓄
積
と
加
工
技
術
に
磨

き
を
か
け
、
現
在
は
電
子
部

品
か
ら
精
密
機
械
・
装
置
ま

で
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
シ

ェ
ア
を
誇
る
企
業
が
数
十
社

に
上
る
。
高
度
な
技
術
を
持

つ
産
業
は
切
削
・
研
削
・
歯

車
加
工
、
鋳
物
、
ダ
イ
カ
ス

ト
、
金
型
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

成
形
、
メ
ッ
キ
、
熱
処
理
、

板
金
溶
接
加
工
、
機
械
・
電

気
設
計
製
造
ま
で
幅
広
い
。

長
岡
市
全
体
で
モ
ノ
づ
く
り

の
振
興
と
活
性
化
、
新
産
業

創
出
に
も
注
力
す
る
。

　
長
岡
市
は
産
学
官
連
携
で

一
体
と
な
り
情
報
交
換
・
研

究
開
発
・
産
業
振
興
・
人
材

育
成
に
注
力
し
て
き
た
。
学

は
国
立
工
学
系
「
長
岡
技
術

科
学
大
学
」
、
専
門
技
術
者

養
成
の
「
長
岡
工
業
高
等
専

門
学
校
」
、
デ
ザ
イ
ン
系

「
長
岡
造
形
大
学
」
、
経
済

経
営
系
「
長
岡
大
学
」
の
３

大
学
と
高
専
が
あ
る
。

　
産
業
支
援
機
関
は
県
の
出

先
機
関
「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
テ
ク
ノ

プ
ラ
ザ
」
「
中
越
技
術
支
援

セ
ン
タ
ー
」
、
市
が
開
設
の

「
な
が
お
か
新
産
業
創
造
セ

ン
タ
ー
」
、
優
れ
た
技
術
を

認
定
す
る
豪
技
の
「
長
岡

産
業
活
性
化
協
会
Ｎ
Ａ
Ｚ

Ｅ
」
等
充
実
し
て
い
る
。

　
１
９
９
４
年
か
ら
各
業
界

団
体
と
長
岡
市
、
長
岡
商
工

会
議
所
が
一
体
と
な
り
業
界

の
枠
を
超
え
て
「
地
域
共
同

受
注
体
制
」
を
展
開
し
て
い

る
。
こ
れ
は
受
注
促
進
、
有

力
企
業
を
招
い
て
交
流
・
商

談
会
な
ど
多
く
の
成
果
を
出

し
て
い
る
。

　
長
岡
地
域
の
行
政
と
支
援

機
関
は
企
業
に
対
し
相
談
を

受
け
た
り
情
報
提
供
、
「
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

補
助
制
度
等
を
支
援
し
て
産

業
を
育
成
発
展
さ
せ
て
き

た
。

　
長
岡
市
に
は
幕
末
か
ら
明

治
に
か
け
て
「
米
百
俵
の
精

神
」
が
あ
る
。
戊
辰
戦
争
に

敗
れ
た
長
岡
藩
は
約
３
分
の

１
に
石
高
を
減
ら
さ
れ
、
財

政
が
苦
し
く
な
り
藩
士
た
ち

は
今
日
の
食
に
も
困
っ
て
い

た
。
見
か
ね
た
親
戚
の
三
根

山
藩
か
ら
、
百
俵
の
米
が
送

ら
れ
た
が
小
林
虎
三
郎
大
参

事
は
藩
士
に
分
け
与
え
ず
、

学
校
設
立
を
決
断
す
る
。

　
抗
議
す
る
藩
士
た
ち
に
対

し
小
林
虎
三
郎
は
「
百
俵
の

米
も
食
え
ば
な
く
な
る
が
教

育
に
あ
て
れ
ば
明
日
の
１

万
、
百
万
俵
に
な
る
」
と
諭

し
た
。
開
校
し
た
国
漢
学
校

は
洋
学
局
と
医
学
局
を
設

置
、
庶
民
の
入
学
も
許
可
さ

れ
た
と
い
う
。
人
を
育
て
る

こ
と
が
産
業
振
興
に
重
要
だ

と
い
う
精
神
は
、
今
も
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

協
力
：
長
岡
市
・
長
岡
商
工

会
議
所
・
長
岡
産
業
活
性
化

協
会
Ｎ
Ａ
Ｚ
Ｅ
　
制
作
：
日

刊
工
業
新
聞
社
新
潟
支
局


